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【
文
学
と
人
生
】

　
「『
言
葉
の
最
も
純
粋
な
る
意
味
に
お
け
る
美
と
自
由
の
認

識
』
な
ど
と
い
う
当
時
口
ず
さ
ん
だ
杢も
く
た
ろ
う
太
郎
の
一
句
が
浮
か

ん
で
き
て
懐
か
し
く
思
う
こ
と
が
あ
る
」
と
丸
木
政
臣
は
書

い
て
い
ま
す
。
文
学
や
哲
学
書
を
読
み
こ
み
、
そ
れ
が
生
活

の
中
に
生
き
続
け
、
ま
た
読
む
だ
け
で
な
く
詠
ん

で
、
膨
大
な
短
歌
を
つ
く
り
ま
し
た
。
著
作
に
も
、

丸
木
の
心
の
中
に
住
ん
で
い
る
様
々
な
個
人
が
登

場
し
て
、
論
文
で
あ
っ
て
も
挽ば
ん
か歌
の
文
学
に
読
め

ま
す
。

　
ど
う
い
う
短
歌
を
つ
く
る
の
か
、
ど
う
い
う
文

学
を
書
く
の
か
。
こ
の
根
本
に
は
、
日
本
で
ど
う

生
き
て
い
く
の
か
と
い
う
近
代
の
苦
悩
が
あ
り
ま

す
。
木
下
杢
太
郎
は
本
名
・
太
田
正
雄
（
一
八
八
五

〜
一
九
四
五
年
）。
冒
頭
の
「
一
句
」
は
詩
で
は

な
く
、
杢
太
郎
が
「
森
鷗お
う
が
い外

の
文
学
」（
一
九
四
五
年
）
で
、

鷗
外
が
真
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
こ
う
把
握
し
て
い
た
と
す

る
一
文
。
杢
太
郎
も
鷗
外
も
、
日
本
に
は
な
い
「
フ
オ
ル
シ

ユ
ン
グ
（F orschung

）」
を
学
ぶ
べ
き
と
し
つ
つ
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
明
を
、
ま
た
江
戸
文
化
も
よ
し
と
せ
ず
、
と
も
に

異
国
情
緒
と
し
て
想
像
の
世
界
に
置
き
な
が
ら
、「
洋
才
」

で
も
「
和
魂
」
で
も
な
い
日
本
の
文
学
、
社
会
の
あ
り
方
、

人
間
の
生
き
方
を
、
自
分
で
詩
、
文
学
を
創
作
す
る
な
か
で

探
究
し
ま
し
た
。

　
こ
の
模
索
は
、「
洋
才
」
も
「
和
魂
」
も
戦
争
に
つ
き
す

す
ん
で
い
く
現
実
の
中
で
行
わ
れ
、
丸
木
も
親
友

や
知
人
が
死
ん
で
い
く
、
殺
さ
れ
て
い
く
中
で
の

読
書
と
思
索
で
し
た
。

　
杢
太
郎
は
、
医
学
者
と
し
て
、
癩ら
い
病
は
治
る
病

気
だ
と
主
張
し
て
隔
離
政
策
に
反
対
し
ま
し
た
。

出
身
の
獨
ど
っ
き
ょ
う協
中
学
校
は
、
今
夏
の
日
生
連
埼
玉
集

会
の
会
場
・
獨
協
大
学
と
同
じ
獨ど
い
つ
が
く

逸
学
協
会
学
校

系
列
で
し
た
。

 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）

　

参
考
文
献

 　

① 

丸
木
政
臣
『
教
師
と
は
な
に
か
』（『
丸
木
政
臣
教
育
著
作
選
集
第
一
巻

教
師
・
教
育
論
』
澤
田
出
版
、
二
〇
〇
七
年
所
収
、
原
本
一
九
七
五
年
）。

特
に
二
十
三
ペ
ー
ジ
。

　

② 
成
田
稔
『
ユ
マ
ニ
テ
の
人　

木
下
杢
太
郎
と
ハ
ン
セ
ン
病
』
日
本
医
事
新

報
社
、
二
〇
〇
四
年
。
特
に
三
十
五
ペ
ー
ジ
。

生活教育
キーワード


